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　日照山国分寺は、奈良時代に建てられた備中国分寺の再建を目指した増鉄和尚により、江戸

時代・享保2（1717）年から19年の歳月を費やして建てられたものです。

　吉備路のシンボルともいうべき五重塔は、国分寺の再興からおよそ100年後の文政4（1821）

年ごろより、証旭和尚によって建立が図られました。工事が完了したのは、天保14（1843）年か

弘化元（1844）年のことといわれています。県内唯一の五重塔で、初重から三重までがケヤキ材

を、四重以上がマツの木を主に使用しています。

この建造物について
  けん    ぞう   ぶつ

　　にっしょうざん こく ぶん じ　　　　　な ら 　                                         　　                              びっちゅうこく ぶん じ　           さい けん　                           　                     ぞう  てつ     お  しょう　                                   え       ど

                         きょうほう　                                                                                                            さい げつ　        つい

　　    き      び      じ　　　　　　　　　                                                                               　ごじゅうのとう　                                                        さい  こう　                                                                                                       ぶん  せい

                                                          しょうきょくおしょう　                                       こんりゅう　       　                                                                                　           かんりょう　                                            てん   ぽう

こう     か    がん　                                                                                                                                                                                            ゆい  いつ　                                                        しょじゅう　                 さんじゅう　                                                           

                  し  じゅう  　                                                          

備中国分寺五重塔
びっちゅうこくぶんじごじゅうのとう

高梁川流域の

指定文化財（建造物）

たかはしがわりゅういき

し　　てい　 ぶん　　か　　ざい けん   ぞう   ぶつ

   ば    しょ

そう じゃ し かんばやし

 こく    ぶん     じ

場所
・ 総社市上林

じ     だい

ふ　めい
時代

しょう  わ
指定年月日

・ 昭和5５（198０）年
   １２月１８日
所有

・ 国分寺

  し     てい  ねん  がっ    ぴ

しょ   ゆう

・ 不明

けん がく   

けん がく か
見学
見学可


